
吹田市商工業振興対策協議会　議事録

1） 開催日　　平成２４年２月２９日（水）
2） 開催場所　　吹田市役所　中層棟４階　第３委員会室
3） 開催時間　　１３：００～１５：００

4） 出席委員　　中坊委員　　井川委員　　　阪田委員　　西尾委員
　　　　　　　高木委員　　新井委員　　大越委員　　金村委員　　後藤委員
5） 欠席委員　　金子委員　　小川委員　　市川委員　　小畑委員　　井上委員
6） 出席職員　　西山部長　　中江室長　　江原総括参事　　西辻主幹
西田主幹　　　鈴木係員　
　７）傍聴者　　０名
事　務　局　　お待たせしました。

定刻になりましたので、只今より、吹田市商工業振興対策協議会を開催させていただきます。

開催に先立ちまして、産業労働にぎわい部長の西山よりご挨拶を申しあげ
ますところですが、別の会議が延びております関係で総括参事の江原から
ご挨拶申しあげます。
江原総括参事　あ　い　さ　つ

それでは、中坊会長よりご挨拶をお願いいたします。

中　坊　会　長　あ　い　さ　つ　

事　務　局　　ありがとうございました。

　　　　　　　資料の確認をさせていただきます。

お配りさせていただきました、「本日の次第」、「平成２４年度商工関係事業別予算（人件費除く）」裏面に「平成２４年度吹田市労働施策の概要及び予算（一般会計）」、「事業所支援施策検討作業部　平成２３年度開催状況」、冊子になった「吹田市卸売業(機械器具)アンケート結果」、「地域雇用創造推進事業(パッケージ事業)平成２３年度応募地域（第３次募集）」裏面に、「採択地域」及び「施設全体を多彩な集客機能で構成する複合型エンターテイメント施設」裏面に図面として「体験型エンターテイメントゾーン」の６種類でございます。不足はございませんでしょうか。続きまして、本日の傍聴希望者ですが、おられませんでした。それでは、以後の進行につきましては、中坊会長お願いいたします。

中坊会長　　案件に入ります前に、本日の議事録署名人の方を指名させていただきます。

　　　　　　　大越委員、阪田委員にお願いいたします。

それでは、次第１の「平成２４年度吹田市商工関係予算について」事務局
より説明をお願いします。

事　務　局　　お手元の「平成２４年度商工関係事業別予算」の資料をご覧ください。
　　　　　　　平成２４年度の商工関係予算（人件費除く）は391,847千円で、平成２３年度は457,813千円となっており、65,966千円の減額となっております。これにつきましては、３年間の国の事業であったふるさと雇用再生基金事業と緊急雇用創出基金事業が平成２３年度末に終了することとなり、これらの事業が65,589千円で、ほぼこちらの数字が平成２３年度から平成２４年度における減額部分となっております。事業自体は終わっていますが、新たに新規事業として立ち上げるもの、予算はついていないですが委託先の会社が自主運営していく事業などございますので、順を追って説明いたします。商工総務費の一般事務事業については、事務経費として2,662千円となっております。商工振興費の一般事務事業についても、同様に事務経費として627千円となっております。融資関係の中小企業資金融資事業については、金融機関に預託をして活用していただくものです。商工業振興関係の吹田産業フェア事業については、平成２４年５月１２日（土）１３日（日）に行われます吹田産業フェアの実行委員会に対する補助金です。商工業活性化事業の中の主な事業をご説明します。商工業団体事業活動促進補助金交付事業につきましては、商工業団体が実施する、イベントや販促事業、また研修などにかかった費用の一部を補助するもので3,200千円です。商店街等商業共同施設事業補助金交付事業につきましては、商店街等が設置する共同施設、例えばアーケードなどを設置する費用の一部を補助するもので3,000千円です。吹田市創業・中小企業振興支援事業補助金交付事業につきましては、商工会議所が行う創業や中小企業者向支援事業等の費用の一部を補助するものです。商店街等魅力向上促進事業補助金交付事業につきましては、商店街等が「経営改善」や「まちづくり」の視点から取り組む先導的な事業に対して補助するもので、アジアンフェア、千里ニュータウン商業祭など、商店街単体ではなくていくつかの商業者の連合体で実施する事業費用の一部を補助するもので、空き店舗活用事業も含まれ、17,500千円です。エコアクション２１認証取得事業補助金交付事業につきましては、中小企業活性化支援事業として新たに新規事業として立ち上げているものです。新産業育成・創業企業支援事業につきましては、吹田市内で創業、第二創業する起業者を対象にビジネスプランを審査し資金の一部を補助するもので1,688千円です。企業情報収集・支援事業につきましては、平成２３年度のふるさと雇用再生基金事業のビジネスコーディネーター派遣事業が廃止になりましたのでこれに変わりまして新しく事業を立ち上げ予算を組んでいるもので、1,806千円です。続きまして、相談事業につきましては、今年度と同様、中小企業診断士による商業相談、また商工会議所が商業団体に派遣するコンサルタントに要した費用の一部を補助するもので、3,192千円です。観光振興事業につきましては市民の市民による市民のための観光施策経費である神崎川クルージングを実施する委託料で3,094千円です。まち案内事業につきましては、観光センターを拠点に、まち案内人との連携によるまち案内事業の委託料やまち案内人の活動費用などで4,225千円です。情報発信事業につきましては、市内商業団体へファックスで情報を定期的に発信しているもので、393千円です。続きまして、計量関係の計量事業につきましては、各事業所に入り、計量法に基づいて定期検査や量目検査等を実施しているもので3,076千円です。駅周辺活性化事業につきましては、ＪＲ吹田駅や阪急千里山駅周辺の活性化について事務的な経費や講習会の費用として50千円です。吹田イメージキャラクター活用事業につきましては「すいたん」を活用し本市のＰＲ事業で、平成２３年度の緊急雇用創出基金事業のイメージキャラクター推進事業が廃止されますのでこれに変わりまして新しく事業を立ち上げ予算を組んでいるもので2,769千円です。観光企画推進事業につきましても、平成２３年度のふるさと雇用再生基金事業の観光企画運営事業が廃止されますので同様に新しく事業を立ち上げ予算を組んでいるもので、4,004千円です。この事業は「鉄道のまち　すいた」を市内外に本市の魅力発信し、広域から集客を促進できる観光企画を実施する観光協会の育成にかかるものです。緊急雇用創出基金事業の商店街及び商店ポータルサイト事業につきましては、平成２３年度で事業は廃止されますが、委託しております株式会社クークーが引き続き自主運営で継続するもので、新たに予算化はしておりません。地域密着型観光情報誌作成事業につきましては、「すいたＨＯＨＯＨＯ」の市内各１４駅をピックアップしている冊子ですが、この３月に最終号である８号が刊行されるのを最後に終了するものです。商業振興施設整備費積立事業につきましては、基金を運用した利子を積立基金に回しているもので2,327千円です。続きまして吹田市労働施策の概要及び予算について簡単にご説明します。一般事務事業や労働相談事業につきましては昨年度と同様の内容です。特定退職金共済補助制度につきましては吹田商工会議所様にお願いをして実施している事業ですが、共済納付掛金の１００分の２を補助しており1,600千円で、平成２３年度から若干減っております。啓発事業についても昨年度と同様の内容です。労働事情調査事業及び労働振興対策事業補助につきましては、いわゆる労働組合に対しての団体補助ですが廃止しております。地域就労支援事業につきましては、JOBなびとJOBカフェを統合したものの事業です。パーソナルサポートモデル事業につきましては、平成２２年度から緊急雇用創出事業臨時特例交付金に基づくモデル事業で、平成２３年度は１３地域でパーソナル・サポートセンター事業、ビジネスマネジメント助言事業、コミュニティ・ビジネスチャレンジ事業の３事業を実施しているところですが、平成２４年度はパーソナル・サポートセンター事業、コミュニティ・ビジネスチャレンジ事業を引き続き実施するものです。勤労者福祉共済、勤労者会館事業につきましては大きな変更点はございません。
中坊会長　　ありがとうございました。

　　　　　　　　今、ご説明がありましたことについてご意見等ありましたらよろしくお願いします。
委　　　員　　来年度の重点事業はどの事業ですか？

事務局　　井上市長の新体制になりましてから、財政非常事態宣言を出し、収入にみあった予算を確保しようと歳出を大幅に抑えられ、新しく予算を打ち出していない状況です。ただ、予算は重要な指標ですが、起業家交流会など、予算をかけなくても実施できる事業もあると考えておりますので、予算が抑えられても揺らぐことなく、実情に見合った事業を実施していきます。
委　　　員　　計量関係の予算額の増加は、対象の事業所が増えたのですか？
事務局　　計量事業は、計量法に基づいて２年に１回、集合検診を市内１６～１７箇所の場所を設け実施しております。その事業費を計上しているので昨年度より増額となっております。

委　　　員　　すいたんを活用した地域の活性化支援につきましては、効果はあったのですか？
事務局　　すいたんは市制７０周年を記念してつくられたキャラクターで、今年度は緊急雇用創出基金事業を活用しＪＣＯＭに委託し、活用してまいりました。民間のノウハウを使いながら、市内のイベントや学校へ派遣し、子供たちとのふれあう機会を作っていきました。またグッズなども活用するなどですいたんをＰＲし、我々が思っている以上に子供たちには広まっていると認識しております。
委　　　員　　信用保証料補給の４００万円の減額の理由は何ですか？

事務局　　平成２０年９月に国の緊急経済対策が実施され、大阪府もそれに合わせて緊急経営資金の実施がされました。それが平成２２年度末に大阪府の緊急経営資金が終了し、国の緊急経済対策も要件が変更された関係で実績が減ったものです。
委　　　員　　事業所は税金を多く支払えるように、また労働者を増やすように育成することが税収ＵＰにつながると思います。来年度からはパッケージ事業があるので、それをうまく活用していただきたいと思います。新産業育成・創業起業支援事業が半減されていることも気になります。また、すいたんの商業利用はできないと聞いていますが、福祉関係や非営利組織が使えるように広めていってはどうでしょうか。市内の産業を活性化させるためにうまく活用できないでしょうか。
事務局　　すいたんも、彦根のキャラクターのように知名度が上がればそのように利用したいですが、まだまだそこまで行っていない状態です。この１年間、国の緊急雇用創出基金事業を活用して、ＪＣＯＭへ委託し民間のノウハウを活用しＰＲしてきました。今後は商業利用が出来るようご意見を参考にし、今後の活用策を検討していきたいと考えています。

委　　　員　　昨年、融資制度の変更がありましたが、その後の利用状況を教えてください。また実態調査の結果を受けて施策に反映させたものを教えてください。企業情報収集・支援事業について詳しく説明をお願いします。

事務局　　昨年８月に融資の枠を６００万円から１，０００万円に、期間を４年間から７年間に変更しました。その変更により、３件から１４件に増えまして、約５倍となりました。
　　　　　　　実態調査の結果を受けて施策に反映した点については、中小企業活性化支援事業の展示会出展補助で、出展にかかる補助やセミナーを考えております。また知的財産権の取得支援や運営の範囲で反映しております。
　　　　　　　企業情報収集・支援事業につきましては、現在ビジネスコーディネーターが４名いらっしゃるのですが、ものづくり企業中心に６００社コンタクトをとり、３５０社へ派遣しマッチング事業などを実施しました。緊急雇用創出基金事業としては平成２３年度で終了し、平成２４年度以降は市の新規事業として実施し、自社製品をお持ちの卸売業者やものづくり事業所へ市の職員も一緒に回らしていただこうとするものです。企業誘致を図ろうとしても、どんな事業者がどこにあってどのような事業をされているのか把握していないと、企業への誘致の話も出来ないと考えておりますので
　　　　　　　この事業を立ち上げました。
委　　　員　　ガンバ大阪を吹田市として応援するという事業はあるのですか。地域の特色を出して、一体感を生むような施策はないのですか。

事務局　　ガンバ大阪については、吹田の万博記念公園に新サッカースタジアムが出来るということで、市民やサポーターから寄付を募り、その寄付金で建設し、最終的には吹田市が寄付を受けると議会でも承認されたものです。今後、それに関連した事業の予算が商工関係で計上されるかどうかは未定ですが、Ｊ１リーグガンバ大阪のホームタウンで、しかも市立のスタジアムがホームスタジアムになるということで、まさしく吹田の大きな都市魅力資源となってくると認識しております。市民の皆さんにガンバ大阪をＰＲするとともに、地域の商売されている方はガンバ大阪を活用して元気になっていただきたいと思います。これについては来年度以降何らかの形でガンバ大阪を活用してもらうための施策を考えていきたいと思います。

中坊会長　　ディオス北千里がガンバ大阪をＰＲや応援していたのは特別何か関係があったのですか。
事務局　　立地的に近いということ、役員の中で熱心にやられてきたこともあります。またイッポビジョンと連携しガンバ大阪のパブリックビューイングをするなど、地域の方が積極的に商業活性化のために取り組まれたことですが、同様なことを吹田市内全域に広がるよう支援していきたいと考えています。

委　　　員　　要望なのですが、融資制度の件については、吹田市が去年８月に制度を改善していただいたのはいいタイミングだったと思いますし、今後は利用者が増えるよう研究していただきたいです。また財政的な裏づけに関わらず、部としてはこういったことを重点にやると鮮明に打ち出していただきたいと思います。予算の仕組みで分からないのですが、この数年間国からの補助金をとってきておられると思いますが、その補助事業が終了されても、予算の総額が減額されないような仕組みづくりを可能であればお願いしたいと思います。
事務局　　融資制度を幅広く利用していただくために、現在、吹田市商工施策ガイドブックの改定版を作成中で、そういったものを利用して皆様に周知を図りたいと思います。また予算については、他市と比べて、全体の予算の中で商工予算が占める割合は低い、また財政非常事態宣言がある中、拡充事業の予算確保が難しい状況ですが、引き続き来年度についても元気な吹田を作っていくための様々な事業について予算要求してまいります。
中坊会長　　ありがとうございました。

　　　　　　　他にご意見等ありましたらよろしくお願いします。

委　　　員　　異議なし

中坊会長　　続きまして、次第２の「事業所支援施策検討作業部会の報告について」、事務局より説明をお願いします。

事務局　　お手元の「事業所支援施策検討作業部会　平成２３年度開催状況」の資料をご覧ください。今まで３回部会を開催しておりますが、吹田市起業家交流会の準備を兼ねて収集しているのが現状です。それぞれの議事案件を掲載しておりますので御確認いただければと思います。平成２４年１月１２日に開催された中で、今後の部会のあり方として、条例あるいは予算について勉強会を開催しようという結果になりました。来年度以降も引き続き同様な形で実施させていただければと思います。

中坊会長　　ありがとうございました。

　　　　　　　今、ご説明がありましたことについてご意見等ありましたらよろしくお願

いします。

委　　　員　　異議なし
中坊会長　　続きまして、次第３の「その他」について事務局より説明をお願いします。

事務局　　まず、お手元の「吹田市卸売業（機械器具）アンケート結果」を御覧ください。吹田の主要産業の卸売業の機械器具に絞って実態を調査したアンケート結果になります。昨年１２月から調査票を配布しております。対象の事業所は４７３事業所、現在回収しているものが９８事業所と、回収率は２４．７％となっています。大きい支店や営業所には郵送で、それ以外については吹田市のビジネスコーディネーターが直接事業所に出向いて調査票を配布しました。設問としては３１ありまして、今年度末をめどに結果をまとめる予定です。現段階で回収している中で、主な項目について簡単にご説明申し上げます。まず７ページに（１６）３年前と比較した販売高の伸び率についてとありますが、増加・減少と答えた事業所は五分五分となっております。続きまして９ページに（１８）販売活動における問題点についてとありますが、１．新規顧客の開拓が進まない、５．利幅が小さい、９．同業他社との差別化ができないという問題点を抱えている事業所が多いことが分かりました。（１９）仕入活動における問題点についてとありますが、２．仕入先が限定されているという問題点が多くなっております。（２１）どのような戦略に力をいれているかについては、１．特定商品分野を専門的に扱う、３．商品調達力や商品企画力を強化する、１３．自社オリジナル商品を開発・拡充することに事業所が力をいれていることが分かりました。（２２）オリジナル商品の有無についてはほぼ五分五分であると分かりました。卸売業の特徴でいえば情報をより多く仕入れるということがありますが、（２５）商品企画に際して従事する情報入手先についてでは、１．現在、取引している販売先、２．現在、取引している仕入先、５．展示会、見本市、フェアなどが多いことが分かりました。来年度からは新たに展示会への出展補助の事業を始めますので、今回のアンケートから要望と合致する事業であると認識しております。（２６）経営上の課題については、１．販売先の業況不振、７．人材の確保・育成などの設問が多くありました。（２７）今後の経営方針については、１．今までの卸売機能全体を強化する、４．自社オリジナル商品の開発を強化するという設問が多くありました。（３１）今後どのような事業に力を注ぎ、充実していけばよいかについては、２．企業の製品開発強化や高付加価値化を促進するための支援事業、５．企業向けセミナー、８．販路開拓・拡大への支援事業などの設問に多く回答がありました。（２９）吹田市産業振興施策利用状況については４つの事業についての利用度、知名度を聞きましたところ、施策自体を知らない事業所が多いことがわかりましたので、施策の周知については今後工夫していく必要があると分かりました。今回明らかになる結果を参考に、卸売業に特化した支援策を考えてまいりたいと考えております。また直接企業へお伺いし現場の状況も把握しながら支援策が有効かどうかなども勘案しながら進めていきたいと考えております。
　　　　　　　次回の会議で、今回の調査結果をご報告します。

　　　　　　　続きまして、お手元の「地域雇用創造推進事業（パッケージ事業）平成２３年度応募地域（第３次募集）」を御覧ください。有効求人倍率が平均０．６７を下回っている地域に限定をして雇用を創出する、企業を強化する、雇用者をスキルアップするために、市町村と商工会議所、関係団体が協議会を作り、その協議会に２億円限度で国から助成を受ける事業です。今回吹田市が申請した平成２３年度は、たまたま有効求人倍率が平均以下であったので、第３次募集に申請したものです。その地域の特性を生かした産業における雇用の拡大に対して助成するものですので、吹田の特徴である卸売業が占める割合が多い、人材育成が必要であると要望している、開業率が全国７位で廃業率が２０％と高いなどの特徴を捉え支援していくもので、『未来を支えるチャレンジャー育成の都市の創出～アントレプレナーを育て地域産業として発展させることによる雇用拡大プロジェクト』ということで、全国１０地域で採択されたものの１つでございます。現時点では厚生労働省に採択されたという段階で、内閣府に「地域雇用創造計画」や「地域再生計画」を申請しております。その計画が承認となれば、国と委託契約を結び事業が始まるものです。平成２５年度までの目標として４０４人の雇用創出を掲げておりまして、約１億５千万円を協議会が受ける予定です。現在、起業家相談会や、本日開催する起業家交流会、また４月からの地域雇用創造推進事業をもって吹田市は「起業の街」として、あるいは卸売業の強化などに重点を置き、力をいれてまいりたいと考えております。
続きまして、お手元の「施設全体を多彩な集客機能で構成する複合型エンターテイメント」の資料を御覧ください。大阪府がエキスポランド跡地の場所で実施する事業者の公募をしまして、三井不動産の提案が採択され事業をされるという計画のものです。ただし、大阪府と三井不動産が正式に契約をしているというわけではないので、我々も大阪府のホームページなどで情報をつかんでいるという段階です。
もう１点、口頭でご報告申し上げます。大阪府下の地方銀行が地域を元気にしていこうと、市町村と商工会議所の３者で地域連携協定を結ぶ動きがございまして、吹田市においても昨年１２月にお話をいただきました。市のスタンスとしては特定の金融機関と何かをするということではなく、吹田市産業振興条例の中で大企業者の役割を示しておりますので、いろんな民間企業との連携は大切なことだと考えております。今回ご提案がありましたので、金融機関連絡調整会議で１１行に吹田市の考えを投げかけまして、その中で２行と具体的に連携協定を結ぶべく準備している段階です。今回は詳細についてご報告する段階ではありませんが、決まり次第ご報告させていただきます。

中坊会長　　ありがとうございました。

　　　　　　　今、ご説明がありましたことについてご意見等ありましたらよろしくお願

いします。

委　　　員　　企業情報収集・支援事業に携わるアルバイトの方は何人ですか？

事務局　　一人です。
委　　　員　　ぜひ工業のラインだけではなく職員も一緒に企業に訪問していただいて成功させてほしい事業です。その中で具体的に施策として押し出せるものを開拓してほしいです。

中坊会長　　今後、地域雇用創造推進事業について、随時報告していただきたいと思います。
委　　　員　　先日の事業所支援施策検討作業部会での報告では、「経営者が語る」や「１００年企業が語る」などの企画のお話がありましたので、ぜひ商工会議所なり各団体が協議会へ推薦する形で実現していただきたいと思います。

事務局　　協議会の方から各事業所様などに正式にお願いしたいと思います。

委　　　員　　エキスポランド跡地の複合型エンターテイメント施設については、吹田市内の商工業にどれだけの影響が出るのか調査に入るべきではないでしょうか。まだ情報が少ないということですが、集客についてはかなり大きいものと思います。吹田の経済振興に本当に結びつくのかどうか心配ですし情報が少ないですのでぜひ調査をしていただきたいと思います。
事務局　　実際、どのような施設ができるのかがわからないですが、三井不動産ということでアウトレットと想定し調査研究はしております。現在は公募者という立場で、事業者になった段階で吹田市・大阪府・三井不動産で話し合うということになっております。現在の段階で、我々が独自に調査をするという形は難しいですが、今後も調査研究や情報収集などはさせていただきます。また吹田市産業振興条例や地域貢献策の例などで地域経済の循環についてなど市の方針を尊重していただくようお願いしていく予定です。また一方で、固定資産税などの税収入、雇用の創出には波及効果を期待していますので今後も情報収集しながら動向を見守っていきたいと思います。
中坊会長　　他にご意見などございませんでしょうか。
委　　　員　　異議なし

中坊会長　　それでは本日の会議を終了させていただきます。ありがとうございました。
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